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立体テレビや立体遠隔通信会議などに応用される超臨場感コミュニ

ケーションを聴覚的に実現する技術として，我々はこれまでに指向性ス

ピーカと波面合成法を用いた近接三次元音場再生技術を提案している． 

本報告では先に提案した技術に基づき，実際に包囲型マイクロホンア

レイ(Fig. 1)と放射型スピーカアレイ(Fig. 2)を構築し，システムの試作を

行った．また，システムの展示をするために，Fig. 3に示すように包囲

型マイクロホンアレイで収録した弦楽四重奏の音場を放射型スピーカ

アレイの外側に形成した． 

  
Fig. 1: Image of surrounding microphone array Fig. 2: Image of radiated loudspeaker array 
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①弦楽四重奏者を取り囲んで
　マイクロホンアレイを配置

③スピーカーアレイの
　外側に音場が形成

②マイクロホンアレイで収録し、スピーカアレイで再生

後ろで
聴いてる！

　横で
聴いてる！

　前で
聴いてる！

 
Fig. 3: Image of display of string quartet in the prototype system 


